
５月18日から始まった沖縄大学学生自治会執行
部選挙も中盤にさしかかりました。クラスやキャン
パス中央などで投票が次々と行われています。
今年の選挙はとても重大です。「学生の貧困を変

えよう！ 基地をなくそう！」と私たちが呼びかけ
た5･15キャンパス集会の日、大学当局はスポーツ
大会を入れて反戦集会への参加を実質的に禁止しま
した。投票の際にも、「学生の貧困や基地の現実を
変えたい！」と訴える赤嶺委員長候補に向かって、
教授が「（赤嶺くんが）休み時間でも政治のことに
関して訴えることはダメです!!」と絶叫。学生から
高い学費をむしり取ってバイト漬けにしながら、学
生から基地のことについて考える時間すらも奪う沖
大当局は許せません。共謀罪をめぐって、国会前や
全国で多くの学生・若者が立ち上がっているのに、
キャンパスの中では学生の意見を認めない沖大とは
何なのか!!
こんな大学のあり方は学生の行動で変えてやろうーー

それが今年の選挙です。投票と学生自治会への参加
で、学生の意思を示そう。大学を学生の手に取り戻
そう！
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赤嶺候補･上門候補への投票で学生の意思を示そう

要項
●投票期間
５月18日(木)～５月23日(火)

●投票方法
「信任」または「不信任」のシール投票

です。学生自治会のメンバーが投票ボード

を持ってクラスを回ります。他にも正門付

近にも投票所を設けます。

「あかみね統一候補」の信任を問うシール投票です。
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